
 

他教区の活動情報 ～ネットの活用で支援に新風を 
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間もなく震災から２年半を迎えようとしています。他教区においてもそれぞれが独自

に活動を続けていますが、教区間によっては温度差や力の入れ方、またその方法論もま

ちまちです。それでも各教区が“できること”を精一杯なされています。 

今まで月刊 ENGO ではボランティアベースを中心に紹介してまいりましたが、今回

は各教区の支援の様子が掲載されているホームページ(以下 HP)を紹介いたします。是

非、それぞれの教区の動きもご覧になり、私たちの活動に新しい風を入れていただけれ

ばと感じます。 

上記 HP 以外にも、大槌ベース・大船渡ベース・釜石ベース・米川ベース・石巻ベースが

それぞれブログを持っており、福島デスクのブログからは原町教会の近況も見ることができ

ます。それぞれリズムは違えども、現地の方々と共に手を取り合って進んでいることを見る

ことができます。 

情報化社会にあって、インターネットを活用することで新たな支援方法も、また私たちに

できることも、ヒントが隠されている可能性があります。各教会・団体は是非参考に、今後

も復興支援に力を貸していただきたいと感じます。 
＊インターネットをご利用している方、しておられない方などさまざまあるかと思いますが、みなさま

のグループや小教区で情報を交換していただき、共有していただきますようよろしくお願いいたします。 
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ボランティアを希望される方へ 
支援制度の変更について 

 

先月号に引き続きまして今月号でもボ

ランティアをしていただく方への支援制

度の変更を説明させて頂きます。 

 

震災から２年を経過し、年を追うごとに、

被災地の各ボランティアベースではボラ

ンティアの数が減少してきました。 

大阪教区 ENGO プロジェクトでは、今

まで２週間以上の派遣者に対して事前面

接、及び、事後報告書を提出することで交

通費等の補助を、皆さまの寄付金から拠出

させていただいてまいりました。しかし、

２週間以上の参加は現実的に厳しいもの

であると考え、2013 年 4 月 1 日より下

記のようにボランティアへ行く方々に支

援をさせていただき始めました。早速この

制度を利用して現地に赴いて下さる方も

増え始めました。どうぞご利用ください。 

 

 

 

ボランティア支援制度 

   （交通費等補助支援制度） 

１週間（往復の日程を含み、 

実質作業５日以上） 

    条件：①事前申し込み＆面談 

②事後報告書提出 

    補助：３０,０００円 

       （報告書提出後振込） 

―――――――――――――――― 

２週間（往復の日程を含み、 

実質作業１０日以上） 

 条件：①事前面談＆面談 

②事後報告書提出 

    補助：５０,０００円 

       （報告書提出後振込） 

―――――――――――――――― 

＊問合せ・申込みは ENGO プロジェクトまで 

面談・対応：ENGO プロジェクト担当司祭 

(神田神父・松村神父・春名神父) 

 

 
2012 年度 ENGO プロジェクト 

収支報告 

 

皆さまのご寄付により、2012 年度も多

くの活動ができたことを心から感謝いたし

ます。大阪教区と深い絆ができた大船渡の

地を通して、岩手県南部から宮城県北部に

対する支援活動ができたことは、その後ろ

盾があってのことです。今後ともどうぞご

協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネルの貸出しについて 
引き続きパネルの貸し出しを行っていま

す。写真の内容は、二年前の震災後の被災

地の写真とそこで活躍をされているボラン

ティアのみなさんの活動風景です。 

現在を映したものではありませんが、ご

利用を希望の方はお気軽に連絡をください。 

 

 
 
 
 
 

 

（A3 版 ２８枚セット） 


